
●
 編

集
発

行
：

国
土

交
通

省
大

臣
官

房
広

報
課

　
〒

100-8918 東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

2-1-3 TEL.03-5253-8111（
代

表
）　　

●
 編

集
協

力
：

日
経

印
刷

株
式

会
社

平
成

29年
7月

発
行（
隔
月
発
行
）

2017.8～
9

ISSN
 1346-7107

本
誌

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
   http://w

w
w
.m
lit.go.jp/page/kouhoushi.htm

l
N
o
.1
4
5

2017.8～9

145no.

  現場力　関東運輸局 海上安全環境部 海技試験官
 

訪れたいまち　青森県大鰐町

特集

人が結ぶ離島人が結ぶ離島

国土交通省･建築物防災推進協議会（事務局：一般財団法人日本建築防災協会）

防火設備の駆動装置検査

 

平成28年6月より
定期報告制度が
変わりました

特定建築物 定期調査報告マーク

防火設備 定期検査報告マーク

建物の維持保全を適正に実施することは、思わぬ事故を防いだり、地震や火災等の災害時の被害を軽減したり、
建築物の寿命を長持ちさせることにつながります。省エネルギー、地球資源の問題からも今後大変重要な事項です。

8 30 水 9 5 火
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平成29年度「国土と交通に関する図画コンクール」 検索

http://www.mlit.go.jp/page/h29zugacon_boshu.html

●お問い合わせ／大臣官房広報課広報第一係 TEL ： 03-5253-8111（内線21526）

平成28年度「国土と交通に関する図画コンクール」国土交通大臣賞受賞作品

［締切］ 平成29年9月29日（金）必着

●応募資格　全国の小学1～6年生
●表彰　　　国土交通大臣賞（各学年1点）
　　　　　　優秀賞（各学年3点）など

　国土交通省（海上保安庁、気象庁、観光庁および
　運輸安全委員会を含む）の仕事に関係するもの
　●道路、橋、川、駅、空港や港のある風景
　●鉄道、自動車、船、飛行機などの乗り物
　●道路やビルなどの工事現場の様子
　●地域の日常の光景や人々の暮らしの様子
　●住んでいるまちの様子
　●巡視船などの活動の様子、気象衛星、観光地の様子
　●未来の都市や乗り物など　　　　　　　　　など

テーマ

身近にいっぱい 国土と交通

見つけて 描いて 応募してね！

特集

3

特集

日本にはいくつの島があると思いますか？
　正解は6,852島※あります。そのうち本州、北海道、四国、九州、沖縄本島を除
く6,847島を離島といいます。このうち78地域258島（平成29年4月1日現
在）が離島振興法による離島振興対策実施地域に指定されており、国土交通
省ではこれら離島地域の活性化に力を入れて取り組んでいます。
　本土にはない魅力を求めて、離島を訪れる人や新たに定住する人もみられま
すが、多くの離島では本土を上回る人口減少や高齢化などの深刻な問題を
抱えています。
　いま、この離島で何が起こっているのか、現地では課題に対してどのような
対策や工夫を凝らしているのか、離島ならではの魅力とともに紹介します。

人が結ぶ離島

離
島
が
抱
え
る
人
口
減
少・高
齢
化
問
題

離
島
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
の
場
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
領
域・排
他
的
経
済
水
域
な

ど
の
保
全
、
海
洋
資
源
の
利
用
、
多
様
な
文
化
の
継

承
、
自
然
環
境
の
保
全
と
併
せ
て
、
自
然
と
の
触
れ

合
い
の
場
や
機
会
の
提
供
、食
料
の
安
定
的
な
供
給
な

ど
、
わ
が
国
お
よ
び
国
民
の
利
益
の
保
護・増
進
に
重

●
わ
が
国
に
と
っ
て
国
土
保
全
、独
自

の
自
然・文
化
の
面
か
ら
重
要
な
役

割
を
持
つ
離
島
地
域
だ
が
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
問
題
に
。

●
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
土
交
通

省
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
離
島
振
興
策
を
推
進
。

●
本
年
度
は
新
た
に「
滞
在
交
流
型
観
光
を
通
じ

た
離
島
創
生
プ
ラ
ン
」を
ス
タ
ー
ト
。
離
島
の

魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
島
に
訪
れ
る
人
を

増
や
し
、
さ
ら
に
暮
ら
し
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

ここが
ポイント！

島
固
有
の
資
源
を

効
果
的
に
活
用
し

離
島
地
域
の
活
性
化
を
図
る

総  

論

※出典　海上保安庁「海上保安の現況（昭和62年９月）」
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第
一
次
産
業
お
よ
び
第
二
次
産
業
従
事
者
数
を
み
る

と
、昭
和
60
年
か
ら
平
成
22
年
に
か
け
て
約
３
分
の
１

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
農
林
水
産
業
生
産
額
も
平
成

22
年
以
降
は
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
60
年

と
比
べ
る
と
半
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、交
通
面
も
課
題
で
す
。
離
島
は
海
に
囲
ま
れ

て
い
る
た
め
、
本
土
と
の
交
通
は
、
航
路
も
し
く
は
航

空
路
の
利
用
が
不
可
欠
で
す
が
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て

離
島
航
路・航
空
路
の
需
要
が
減
少
し
、
地
域
に
お
け

る
生
活
交
通
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し

新
た
な
産
業
も

そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、離
島
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
離
島
に
お
け
る
地
域

活
性
化
を
推
進
し
、定
住
の
促
進
な
ど
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

離
島
活
性
化
交
付
金
事
業
は
、
地
域
が
主
体
的
に

実
施
す
る
活
性
化
事
業
の
支
援
と
し
て
実
施
し
て
お

り
、平
成
28
年
度
は
50
市
町
村
１
９
８
件
に
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
、
各
離
島
で
は
定

住
や
交
流
の
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、戦
略
産
品
の

開
発
・
海
上
輸
送
費
の
支
援
・
空
き
家
改
修
・
地
域
情

報
の
発
信
・
離
島
留
学
・
避
難
施
設
の
整
備
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

７
つ
の
有
人
島
か
ら
な
る
鹿
児
島
県
十と

島し
ま

村む
ら

で
は
、

村
が
所
有
者
か
ら
空
き
家
住
宅
を
借
り
上
げ
て
改
修

し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
に
貸
与
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
勢
調
査
結

果
に
よ
る
と
平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年
に
か
け
て
５

年
間
の
人
口
増
加
率
が
１
５・１
％
と
な
り
、
人
口
増

加
率
全
国
２
位
に
な
る
な
ど
施
策
の
効
果
も
出
始
め

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
直
売
所
に
よ
る
産
業
活
性
化
事
業
や
小

中
学
生
の
離
島
留
学
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
新
潟
県

粟
島
の
取
り
組
み（
６
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
中
心
と
な
り
、不
足
す
る
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
や
商
品
開
発
な
ど
を
行
い
、諸
島
ゆ
え
の
問
題
解
決

を
図
る
岡
山
県
笠
岡
市
の
笠
岡
諸
島（
９
ペ
ー
ジ
で
紹

介
）の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で
も
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
各
島
々
の
取
り
組
み
に
よ
り
、本
土
に
は

な
い
豊
か
な
自
然
環
境
や
独
自
の
文
化
を
気
に
入
っ

た
方
が
何
度
も
島
を
訪
れ
、
新
た
に
定
住
す
る
流
れ

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

五十嵐靖晃「そらあみ < 島巡り>」　 Photo:Yasushi Ichikawa

特集 人が結ぶ離島

町（
利
尻
島
）、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
、利
尻
町
商
工
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
離
島
経
済
新
聞
社
が
結
び
つ
き
、離
島
の

地
域
活
性
化
を
目
指
す「
し
ま
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

一
環
と
し
て
、販
路
拡
大
や
商
品
Ｐ
Ｒ
に
課
題
を
抱
え

る
利
尻
町
内
事
業
者
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

「
し
ま
も
の
ラ
ボ
」が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」は
、島
の
も
つ
自
然
や
歴
史
な
ど

の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、交
流
人
口
の
拡
大
や

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
を
図
り
、離
島
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た「
離
島
」と「
都
市
」と
の
交
流
事
業
と
し
て
、

平
成
６
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
約

２
０
０
の
島
が
参
加
し
、
２
日
間
で
約
１
万
４
０
０
０

名
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
年
は
、11
月
18
日

（
土
）・
19
日（
日
）の
二
日
間
、
東
京
・
池
袋
の
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
島
の
人
た
ち
が

直
接
魅
力
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
島
の
お
い
し
い
食

べ
物
や
、
就
業
や
移
住
に
つ
い
て
の
相
談
ブ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

離
島
の
魅
力
を
発
信
し
、

企
業
や
都
市
部
の
人
と
離
島
を
つ
な
ぐ

ま
た
国
土
交
通
省
で
は
、
本
年
度
は
島
の
魅
力
あ

る
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
交
流
人
口
を
拡
大
す

る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、離
島
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に「
滞
在
交
流
型
観
光
を
通
じ
た
離
島
創
生

プ
ラ
ン
」を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

本
プ
ラ
ン
で
は
、
農
林
水
産
資
源
を
は
じ
め
、
島

独
自
の
自
然
、
歴
史
、
伝
統
文
化
、
産
業
、
生
活
様

式
な
ど
の
多
様
な
資
源
を
活
用
し
て
展
開
す
る
生
産

か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
の
一
連
の
経
済
活
動
で
あ
る

「
島
業（
し
ま
ぎ
ょ
う
）」の
確
立
、
各
種
情
報
を
把
握

し
た「
島
た
び
・
島
め
ぐ
り
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」に
よ
る
、

旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
案
内
な
ど
の
一
元
的
対

応
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
離
島
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

取
組
事
例
と
し
て
、「
多
幸
の
島（
タ
コ
の
シ
マ
）」

と
し
て
知
ら
れ
る
愛
知
県
南み

な
み
ち
た
ち
ょ
う

知
多
町
の
日ひ

間ま

賀か

島じ
ま
で

は
、
観
光
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
島
で
水
揚
げ
さ
れ
島
外

で
消
費
さ
れ
て
い
た「
ふ
ぐ
料
理
」を
島
内
の
宿
泊
施

設
で
提
供
す
る
こ
と
で
閑
散
期
の
観
光
客
誘
致
に
成

功
し
た
ほ
か
、
長
崎
県
小お

値ぢ

賀か

島じ
ま

で
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」が
観
光
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
、
古
民
家
ス
テ
イ
や
古
民

家
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
で「
大
人
の
島
旅
」を
展
開
し
、島

が
活
気
づ
く
な
ど
そ
の
島
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
掘

し
成
功
し
た
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
国
土
交
通
省
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
・
外

国
人
が
島
に
向
か
う
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る「
島

風
構
想
」の
推
進
の
ほ
か
、
離
島
と
企
業
の
交
流
の
場

と
し
て「
し
ま
っ
ち
ん
ぐ
」、
離
島
と
都
市
と
の
交
流
の

場
と
し
て「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」と
い
う
事
業
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

「
し
ま
っ
ち
ん
ぐ
」は
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

事
業
で
す
。
離
島
と
企
業
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

を
設
け
、
商
談
な
ど
を
通
じ
て
、
離
島
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

離
島
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
島
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
の
開
催
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
、
離
島
と
企
業
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
の
実

施
な
ど
を
通
じ
て
、
対
話
を

重
視
し
た
段
階
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
離
島
の
活
性

化
の
た
め
の
事
業
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。「
し
ま
っ
ち
ん
ぐ

２
０
１
６（
秋
）」に
は
12
の

離
島
地
域
が
参
加
し
ま
し

た
。「
し
ま
っ
ち
ん
ぐ
」が
き
っ

か
け
と
な
り
、
北
海
道
利
尻

マッチング交流会では離
島・企業側それぞれのプ
レゼンテーションのあと、
交流・商談会が行われた

香川県丸亀市本
ほん

島
じま

では、瀬戸内国際芸術祭の開催に向けてＰＲ活動を実
施するとともに、芸術祭ではワークショップを開催して交流を深め島の情
報発信を行った

コーディネーターが島に赴いてワークショップを開催し、ビ
ジョンやプロジェクトづくりをサポート

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、本
土
と
比
較
し
て
厳
し
い
条
件
下
に
あ
り

ま
す
。
昭
和
30
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の
60
年
間
の

人
口
推
移
を
見
る
と
、全
国
の
人
口
は
約
４
割
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
離
島
の
人
口
は
約
６
割
減
少
し
て

い
る
と
い
う
現
状
で
あ
り
、人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進

行
は
極
め
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
、半
分
以
上
の
離
島
に
は

中
学
校
や
高
等
学
校
が
な
く
、
進
学
の
た
め
に
大
多

数
の
生
徒
が
島
外
に
出
て
行
き
、
戻
っ
て
こ
な
い
傾
向

に
あ
る
こ
と
、
離
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産

業
の
停
滞
な
ど
に
よ
り
、就
業
機
会
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。離
島
で
の
就
業
者
数
の
う
ち
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　人口推移（S30年を100とした場合）

平成29年4月1日時点における
離島振興対策実施地域の離島２５８島を対象
出典：国勢調査結果

しまっちんぐの様子

離島の人口は
約99万人（昭和30年）から
約38万人（平成27年）まで減少

「アイランダー」の様子
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地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
核
と
な
る

学
校
に
活
気
を
取
り
戻
す

粟
島
で
は
、
高
齢
化
以
上
に
子
ど
も
の
減
少
を
深

刻
な
問
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。島
に
は
小
中
学
校
を
統

合
し
た
粟
島
浦
村
小
中
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
生
徒

数
の
減
少
が
続
き
、学
校
存
続
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
粟
島
で
は
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活

性
化
の
た
め
に
は
学
校
の
存
在
は
大
き
い
と
考
え
、平

成
25
年
度
か
ら「
し
お
か
ぜ
留
学
」と
い
う
名
称
で
離

島
留
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
現
在
、
留
学
生
は
13
名
。
留
学
は
１
年
間
が
基
本

で
す
が
、
中
に
は
２
年
３
年
と
続
け
る
子
も
い
ま
す
」

と
教
育
委
員
会
教
育
長 

川
村
三
千
男
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
Ｉ
タ
ー
ン

で
島
に
来
た
家
族
の
子
ど
も
も
含
め
て
在

校
生
は
27
名
に
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
に
感
想
を
聞
く
と“
忙
し
い
学

校
”と
い
う
声
が
挙
が
る
と
い
い
ま
す
。４

月
に
入
学
し
て
す
ぐ
に
、
５
月
に
行
わ
れ

る
島
開
き
に
向
け
て「
島
っ
子
ソ
ー
ラ
ン
」

と
い
う
踊
り
を
覚
え
、
そ
の
後
も
体
験
学

習
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
学
校
行
事
や
島

の
行
事
へ
の
参
加
も
あ
り
、
１
年
間
の
行

特集 人が結ぶ離島

新
潟
県
の
北
部
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
離
島

粟
島（
粟
島
浦
村
）に
は
海
を
望
む
場
所
に
馬
の
牧
場

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
牧
場
で
、
軽
ト
ラ
の
荷
台
に
乗

り「
う
わ
！
渋
い
！
」と
言
い
な
が
ら
頭
上
の
桜
の
実

を
次
々
に
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
と
い
っ

て
も
食
用
の
品
種
で
は
な
く
、
普
通
の
桜
の
実
な
の

で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
お
構
い
な
し
。
実
は
、
こ

の
無
邪
気
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
は
生
粋
の
島
っ

子
で
は
な
く
、こ
の
島
に
留
学
の
た
め
や
っ
て
来
た
の

で
す
。

島
が
抱
え
る
人
口
減
少・高
齢
化
問
題

粟
島
は
新
潟
県
村
上
市
の
岩
船
港
か
ら
普
通
船
で

90
分
、
高
速
船
で
55
分
の
距
離
に
位
置
し
、
東
西
４・

４
㎞
、南
北
６・１
㎞
、自
転
車
な
ら
３
時
間
で
１
周
で

き
る
く
ら
い
の
小
さ
な
島
で
、全
域
が
県
立
自
然
公
園

に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
主
な
産
業
は
漁
業
と
観
光
業
。
日
本
海
の
荒
波

は
島
に
複
雑
な
岩が

ん
礁し
ょ
うを

つ
く
り
、そ
こ
に
多
く
の
魚
が

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
魚
を
狙
っ
て
、
沿
岸
で
は
明
治

時
代
か
ら
続
く「
大だ

い
謀ぼ
う

網あ
み

漁り
ょ
う」と

い
う
大
型
の
定
置
網

を
使
っ
た
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

島
を
訪
れ
た
と
き
は
、
ち
ょ
う
ど
午
後
の
漁
が
終

わっ
た
と
こ
ろ
で
、漁
協
前
の
港
に
停
泊
し
て
い
る
漁
船

に
は
大
漁
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。粟
島

で
は
鯛
が
有
名
で
す
が
、
６
月
に
は
本
マ
グ
ロ

も
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
獲
っ
た
魚
は
す
ぐ
に
漁

協
で
手
際
よ
く
箱
詰
め
さ
れ
、最
終
便
の
普
通

船
で
本
土
に
送
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

島
が
一
番
活
気
づ
く
の
は
夏
。
定
期
的
に

訪
れ
る
釣
り
客
も
多
く
い
ま
す
が
、
夏
と
も

な
れ
ば
県
内
外
か
ら
多
く
の
海
水
浴
客
で
島

が
活
気
づ
き
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
粟
島
も
他
の
離
島
と
同
様
に
人

口
減
少
と
高
齢
化
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、平
成
７
年
に

４
７
４
人
い
た
島
民
は
、
平
成
22
年
に
は
３
６
６
人
に

減
少
し
て
い
ま
す
※
。
加
え
て
、
観
光
客
数
も
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
観
光
の
衰

退
や
高
齢
化
に

伴
い
、民
宿
の
廃

業
や
漁
業
に
従

事
す
る
人
も
減

少
し
て
い
ま
す
。漁船の竿の先には大漁旗

粟島名物料理わっぱ煮。曲げわっぱに
焼いた魚と熱湯、味噌を入れてから赤
くなるまで焼いた石を入れると一気
に沸騰し香ばしい香りが立ち込める。
最後にネギとお酒で仕上げる豪快な
漁師料理。

牧場の目の前は海。冬は厳しい
寒さだが子どもたちは休まず馬
の世話をしている。

民宿や料理屋の人たちが直接漁港に買い付けにく
る。漁港が一気ににぎわう。

食べた“サクランボ”の 
種飛ばし大会が始まった

●
高
齢
化
や
子
ど
も
の
減
少
が
悩
み
だ
っ
た
粟

島
。
平
成
25
年
度
よ
り
離
島
留
学「
し
お
か

ぜ
留
学
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
小
中
学
校
の
生

徒
数
を
維
持
。

●
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
実
施
し
た

島
の
特
産
品
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が

高
評
価
。
農
家
、
島
内
外
の
企
業
を
結
び
付

け
る
き
っ
か
け
に
。

●
漁
業
・
観
光
の
主
要
産
業
に「
学
び
」を
プ
ラ

ス
。
学
び
を
産
業
化
し
３
つ
の
柱
の
相
乗
効

果
を
目
指
し
て
い
る
。

離
島
留
学
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
刺
激
に
な
る
。

学
び
を
産
業
化
す
る
小
さ
な
島
の
試
み

事
例
１ここが

ポイント！

事
は
目
白
押
し
で
す
。し
か
し
他
で
は
体
験
で
き
な
い

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

さ
ら
に
留
学
生
に
は
牧
場
で
の
作
業
も
加
わ
り
ま

す
。牧
場
の
馬
の
世
話
は
離
島
留
学
の
子
ど
も
た
ち
の

大
切
な
役
目
で
す
。登
校
前
の
朝
６
時
半
に
エ
サ
や
り

な
ど
を
し
、
一
度
寮
に
戻
っ
て
か
ら
学
校
へ
行
き
、
放

課
後
も
牧
場
で
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

「
毎
月
１
回
、
牧
場
や
寮
、
校
長
先
生
な
ど
留
学
に

携
わ
る
人
た
ち
と
会
議
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
の
様
子

の
確
認
や
今
後
の
方
針
な
ど
を
決
め
て
い
ま
す
。昨
年

度
は
３
学
期
だ
け
担
当
制
を
導
入
し
、
自
分
が
担
当

す
る
馬
の
エ
サ
や
り
か
ら
調
教
ま
で
を
行
う
よ
う
に

し
た
と
こ
ろ
、自
分
が
や
ら
な
く
て
は
と
い
う
意
識
が

さ
ら
に
高
ま
り
、
馬
へ
の
観
察
力
も
ア
ッ
プ
し
た
そ
う

で
す
」（
川
村
教
育
長
）。

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
が
地
域
の
刺
激
に

馬
の
飼
育
を
始
め
た
の
は
、昭
和
の
初
め
ま
で
島
に

野
生
馬
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、も
う
一
度
島
の

馬
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

し
た
が
、馬
を
世
話
す
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

「
命
の
教
育
」に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
粟
島
で
は
漁
業
と
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
３
つ
目

の
柱
と
し
て『
学
び
の
産
業
化
』を
進
め
て
い
ま
す
。単

に
島
に
来
て
学
校
に
通
う
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
と
関
わ
り
、仕
事
を
手
伝
い
な

が
ら
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
で
、
こ
の
３
つ
の
柱
が
結
び
付
き
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
」と
本ほ

ん
保ぼ

建
男
村
長
は
語
り
ま
す
。

そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
平
成
27
年
か
ら
３
年
計
画
で
実
施
し
て

い
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
開
発
で
す
。
当
時
、島
に
派

遣
さ
れ
て
い
た
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心
と

な
り
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
島

だ
け
で
作
ら
れ
て
い
る
大
豆「
一
人
娘
」を
使
う
こ
と

で
、中
学
校
と
農
家
を
結
び
付
け
、さ
ら
に
島
外
の
生

協
や
菓
子
メ
ー
カ
ー
な
ど
島
内
外
を
巻
き
込
ん
だ
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
商
品
完
成
時
に
は
新
潟
県
庁
で
知
事
へ
の
贈
呈
や

記
者
会
見
も
行
い
、子
ど
も
た
ち
に
は
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
年
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
味
を

決
め
、販
売
方
法
を
決
め
る
だ
け
で
な
く
実
際
に
販
売

体
験
も
行
い
ま
し
た
。
２
年
目
に
は
大
豆
も
栽
培
し
、

さ
ら
に
本
年
は
製
造
・
加
工
の
体
験
も
さ
せ
よ
う
と
思

い
ま
す
」（
川
村
教
育
長
）。
こ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は

反
響
を
呼
び
、大
豆
の
生
産
を
増
や
す
農
家
も
出
て
き

て
、島
の
新
た
な
名
産
品
と
し
て
今
後
も
販
売
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
来
年
度
も
新
た
に
島
の
生
産
物
を

使
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。

「
学
ぶ
こ
と
で
元
気
に
な
る
」

そ
ん
な
島
に
し
て
い
き
た
い

微
増
と
は
い
え
島
の
人
口
が
増
え
た
の
は
留
学
制

度
が
要
因
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
増
え

粟島浦村　本保建男村長

粟あ
わ
島し
ま（
粟
島
浦
村
）・
新
潟
県

17時の清掃。サクランボを食べるのに
夢中になっていた子どもたちは、時間に
なるとピタッとやめ、誰に言われるでも
なく率先して自分たちの仕事をする。馬
糞は農家の人たちが肥料にしたいと希
望してくる。

※国勢調査人口より

粟島浦村教育委員会
川村三千男教育長



粟島浦漁業協同組合

あわしま牧場

羽下直子さん

柳谷駿斗君

兵庫県出身で留学生の柳谷駿斗君は現在中
学３年生。地元で乗馬クラブに入っていたほど
の馬好きで、馬の世話ができるということで粟

島にやってきて3
年目です。「この島
はとてものんびりして
いて、島の人たちはみんな
優しいです。それに馬の世
話が毎日できてうれしいで
す」

組合員１１０名のうち、実際に沖に出る人は60～
70人。その大半が50～60代と漁師の高齢化が
問題となっています。「人数が少ないので、大謀
網漁は３つあった定置網を今は２つにしています。
最近、新たに35歳の子が入ってきましたが、あ
と５～６人は必要です。“定置がなくなると粟島も
なくなってしまう”その思いがあります。なんとか
人数を増やし漁獲量を増やしたいです」

シーカヤックのプロガイドを育てるために、鹿児島県
種
た ね が し ま

子島から本年５月に粟島へ移住。「粟島は海の透明
度が高く、アイランドパークとしてのポテンシャルが
高いです。さまざまな技術をしっかり習得させるの
が私の役目と思っています。さらに、その習得した
技術を使って、人材や技術を他の地域に派遣させる
ことも視野に入れています」

保育士として島にやってきて３年、島で人々が集まる場所を作りた
いという思いから昨年９月にゲストハウス「おむすびの家」を開業しま
した。「開業する前は、すぐに辞めたりしないか何度も島の方に確認
されました。オープンしてからは、１日目は民宿に泊まったお客さん
が、２日目はうちに泊まるという話を宿の方にすると、『花子のところ
か、行ってこい！』と言われることもあるそうです。お客さんから『こ
こに泊まるだけで島の人に受け入れてもらえるようだ』と言われると
とても嬉しいです。まずはこのゲストハウスを続けることが大切と考
えます。島へ来る人を増やすためにも、続けることで、好きな地域
で暮らしたいという人を助けられるようになりたいです」

責任者の羽下直子さんは診療所の看護師さんでもあ
ります。もともと馬が好きで、看護師募集とともに馬
の世話もできると聞いて粟島へ移住。「新しく入ってき
た子は先輩に教わりながら馬の世話をしています。子ど

もたちは本当に成長が早くて、みんな使命感と責任感を
もって仕事しているんですよ」

ゲストハウス「おむすびの家」

あわしま自然体験学校

粟島で出会った人々

青柳花子さん

脇川忠一
業務課長

北木島

大飛島

小飛島

六島

真鍋島

白石島

高島

笠岡市

岡山県
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る
こ
と
で
学
校
の
職
員
も
増
え
、
子
ど
も

た
ち
の
世
話
を
す
る
人
も
必
要
に
な
る
か

ら
で
す
。現
在
人
口
は
３
７
０
人
に
増
え
ま

し
た
※
。

「
島
で
は
い
ま
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
並
走
し
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
中
心
と
な
っ
て
島
の
特
産
品
を
直

売
す
る『
ば
っ
け
屋
』で
は
、新
た
な
島
の
商

品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。地
方
創
生
の
核
は

“
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
”で
す
が
、
私
は

こ
こ
に
学
び
を
加
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
島
全
体
で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
目
に

見
え
な
い
効
果
と
な
っ
て
、
島
の
人
た
ち
の

覚
醒
を
促
す
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
本
保
村
長
）。

目
下
の
島
の
悩
み
は
住
宅
問
題
で
す
。
現
在
は
家
が

足
り
な
く
て
下
宿
し
て
い
る
人
も
い
る
ほ
ど
で
、本
年
は

４
棟
の
村
営
住
宅
を
建
設
予
定
で
す
。

「
将
来
は
、島
で
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
な
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
役
割
を

果
た
す
地
域
に
な
り
た
い
。
粟
島
の
自
慢
は
お
年
寄
り

で
す
。
気
さ
く
で
優
し
く
情
が
深
い
。
接
す
る
こ
と
で

若
者
は
そ
の
縁
を
大
事
に
し
、
さ
ら
に
お
年
寄
り
も
若

い
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
やって
み

ん
な
が
学
ぶ
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い

で
す
」（
本
保
村
長
）。

留
学
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、 

“
島
に
帰
って
く
る
”子
も
い
る
そ
う
で
す
。人

と
人
と
の
結
び
つ
き
が
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
、
小
さ
な
島
の
大
き
な
挑
戦
は
、
離
島

が
抱
え
る
問
題
の
解
決
策
を
導
き
出
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「ばっけ屋」でも大人気のアイスクリーム。このパッケー
ジイラストを描いたのは、アイスクリーム開発当時中学
2年生だった留学生の女の子（写真右）。最近島に遊び
に来た際に商品宣伝用のイラストも描いてもらったそう。

島の大豆「一人娘」を
使ったもう一つの人
気商品“煎り豆”

「ばっけ屋」のスタッフ。同店では地域おこし
協力隊を中心に、島の人たちとさまざまなア
イデアを出しながら商品を開発。

※
平
成
27
年
国
勢
調
査
人
口
よ
り

特集 人が結ぶ離島

岡
山
県
西
南
部
の
笠
岡
市
沖
、
瀬
戸
内
海
の
中
心

に
浮
か
ぶ
笠
岡
諸
島
。
大
小
30
の
島
々
の
う
ち
、
高た
か

島し
ま
・
白し
ら
石い
し
島じ
ま
・
北き
た
木ぎ

島し
ま
・
真ま

鍋な
べ
島し
ま
・
大お
お
飛び

島し
ま
・
小こ

飛び

島し
ま・
六む

島し
ま
の
七
つ
の
有
人
島
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
は
船

の
み
で
、離
島
な
ら
で
は
の
の
ん
び
り
と
し
た
空
気
が

流
れ
て
い
ま
す
。古
く
は
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
、
穏
や
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
多
彩
な
伝
統
文

化
・
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
環

境
の
厳
し
さ
や
産
業
の
衰
退
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
こ
の

10
年
間
で
人
口
は
３
割
強
も
減
少
す
る
と
と
も
に
急

速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
島
の

暮
ら
し
を
守
ろ
う
と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
さ
お
か
島
づ
く

り
海
社（
が
い
し
ゃ
）」の
活
動
が
島
々
を
つ
な
ぐ
取
り

組
み
を
行
い
、さ
ら
に
各
島
で
住
民
の
自
発
的
な
活
動

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、島
お
こ

し
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
さ
お

か
島
づ
く
り
海
社
」は
、平
成
28
年
秋
に
国
土
交
通
省

が
主
催
す
る「
し
ま
っ
ち
ん
ぐ
」に
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
白
石
島
、
北
木
島
、
大
飛
島
、
六
島
の
４

島
を
訪
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
活
動
や
笠
岡
諸
島
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

都
会
か
ら
の
大
学
生
が
島
を
活
性
化

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
継
続
し
て
実
施

住
吉
港
か
ら
普
通
船
で
１
時
間
、
笠
岡
諸
島
の
最

南
端
に
位
置
し「
灯
台
と
水
仙
の
島
」と
し
て
知
ら
れ

る
六
島
で
は
、六
島
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
企
画
の
も

と
、大
学
生
が
約
１
カ
月
間
滞
在
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
提
言
す
る「
六
島
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
滞
在
の
世
話
を
す
る
三
宅
千
代
美

さ
ん
は
、
大
阪
か
ら
島
へ
嫁
い
で
子
ど
も
を
育
て
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
か
ら
８
回
の
開
催
を
通
じ
て
、
空
き
家
の
調
査

や
灯
台
と
水
仙
の
観
光
資
源
化
、
び
わ
茶
な
ど
の
お

土
産
づ
く
り
、
地
域
交
流
の
場「
島
小
屋
」や
花
見
ス

ペ
ー
ス「
ち
ぇ
あ
パ
ー
ク
」の
整
備
な
ど
、
次
々
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
す
る
の
を

見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
取
材
時
は
、
六
島
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の「
六
島
水
仙
植
え
る
カ
ム
ツ
ア
ー
」の
準
備

中
で
、「
島
の
高
齢
化
が
進
む
中
、『
六
島
フ
ァ
ン
』の

方
々
の
手
を
借
り
な
が
ら
、少
し
で
も
長
く
続
け
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」（
三
宅
さ
ん
）。

●
七
つ
の
島
か
ら
な
る
笠
岡
諸
島
で
は
、
急
速

な
人
口
減
少・高
齢
化
へ
の
対
策
の
た
め
、
各

島
の
特
徴
を
生
か
し
た
島
お
こ
し
を
実
施
。

●
観
光
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
の

ま
ち
づ
く
り
や
、私
立
高
校
の
通
信
制
コ
ー
ス

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
場
と
し
て
若
者
と
の
交

流
を
進
め
て
い
る
。

●
各
島
の
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
や
産
業
開
発
な

ど
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
中
心
と
な
り
、
島
民
の

声
を
聞
き
な
が
ら
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

ここが
ポイント！

島
と
島
を
つ
な
い
で

瀬
戸
内
の
七
つ
の
島
が
思
い
描
く
離
島
の
未
来

事
例
２

空き家をリノベーションして作られたゲストハウス「島小屋」も、インターン
シップ生の発案。六島まちづくり協議会の事務所でもあり、地域の交流の
場にもなっている。

目視による空き家の調査結
果を反映した島の集落模型
はインターンシップ生が作製。
壁にはこれまでの活動が紹
介された壁新聞が掲示され
ていた。「今も第二の故郷と
いって顔を見せに来てくれる
子もいます」と話す三宅さん。

笠
岡
諸
島（
笠
岡
市
）・
岡
山
県

六
島
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活
支
援
を
構
想
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

い
と
は
い
え
風
土
や
言
葉
、
気
性
、
課
題

意
識
も
異
な
る
各
島
の
人
々
を
ま
と
め
る

の
は
至
難
の
業
で
す
。
そ
こ
で
平
成
10
年

に
全
島
交
流
を
目
的
と
し
た「
島
の
大
運

動
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
島
内
外
か
ら

５
０
０
０
人
も
の
人
が
集
ま
り
、
そ
の
と

き
生
ま
れ
た
横
の
つ
な
が
り
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

「
既
存
の
縦
関
係
で
は
暮
ら
し
は
立
ち

行
か
な
い
。
協
力
の
輪
を
横
に
広
げ
、
連

携
の
力
で
生
活
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
、
第
二
市
役
所
的
な
立
ち
位
置
で

す
ね
」と
理
事
長
の
鳴
本
浩
二
さ
ん
は
話

し
ま
す
。
現
在
は
、
北
木
島
、
白
石
島
、

真
鍋
島
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
、こ
の
他
に
も
暮

ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
と
し
て
買
い
物
支
援
や

有
償
運
送
事
業
、特
産
品
作
り
、保
育
園
運
営
、空
き

家
対
策
な
ど
、多
様
な
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
特
産
品
の
一
つ
で
あ
る
笠
岡
諸
島
近
海
の
お
い

し
い
天
然
魚
介
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
欲
し

い
と
い
う
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、灰
干
し「
魚
々
干

（
と
っ
と
ぼ
し
）」で
す
。
北
木
島
の
女
性
た
ち
が
生
産

冷蔵庫でじっくりと水分を抜き熟成中の魚。
灰干しに使う灰は三宅島のもので、火山灰
被害に悩む三宅島の人との出会いがきっ
かけになった。

旧北木小学校を活用し、島の自然環境を生
かした研修活動が行える施設として北木島
宿泊研修所（愛称「石

いし
切
き
りの杜

もり
」）を開設。高

齢者共同生活住居も兼ねている。

島の大運動会

特集 人が結ぶ離島

に
携
わ
り
、
そ
こ
で
雇
用
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
今
後
も
島
に
住
み
続
け
る
た
め
に
は
就
業
の
場
が

不
可
欠
と
考
え
、さ
ら
な
る
産
業
の
立
ち
上
げ
や
活
性

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。島
民
の
声
に
答
え

て
一
つ
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
で
活
動
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。足
踏
み
や
時
期
待
ち

は
あ
っ
て
も
、
中
止
や
失

敗
は
あ
り
ま
せ
ん
。上
手

く
い
く
ま
で
止
め
な
い

こ
と
が
成
果
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」（
鳴
本
さ
ん
）。

NPO 法人かさおか島づくり海社
鳴本浩二　理事長

笠
岡
諸
島
一
番
の
高
齢
化
の
島

切
迫
し
た
声
に
耳
を
傾
け
て

大
飛
島
、
小
飛
島
の
２
島
か
ら
な
る
飛

島
は
、
か
つ
て
海
運
業
の
島
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
笠
岡
諸
島
の
中
で
最
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
飛
島
自
治
振
興
会（
飛
島
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）の
会
長
を
務
め
る
山
本
昇
吉
さ
ん
は
、「
島
の
生

活
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
で
生
活
維

持
は
も
と
よ
り
人
間
関
係
す
ら
維
持
で
き
な
い
」と
そ

の
切
実
さ
を
訴
え
ま
す
。
高
齢
者
の
割
合
は
７
割
以

上
で
、
介
護
や
生
活
支
援
の
手
も
足
り
な
い
状
況
で

す
。
そ
ん
な
中
で
も
、な
ん
と
か
島
を
活
性
化
し
よ
う

と
島
お
こ
し
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
廃
校
と

な
っ
た
旧
飛
島
小
学
校
の
校
舎
整
備
も
そ
の
一
つ
で
す
。

島
の
内
外
に
開
放
さ
れ
、
私
立
興こ

う
じ
ょ
う
か
ん

譲
館
高
等
学
校
の

通
信
制
コ
ー
ス
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ（
面
接
指
導
）な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
約
10

名
が
、
月
１
回
ほ
ど
来
島
し
ま

す
が「
も
っ
と
多
く
の
生
徒
や

先
生
に
来
て
も
ら
い
た
い
」と

山
本
さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
ま

す
。「
険
し
い
表
情
の
子
ど
も

も
飛
島
で
は
穏
や
か
な
表
情

に
変
わ
る
。
飛
島
の
風
土
に
は

そ
ん
な
効
果
が
あ
る
よ
う
で

す
」（
山
本
さ
ん
）。
昨
年
は
飛

島
特
産
の
椿
の
実
か
ら
精
製

す
る
天
然
椿
油
製
造
の
た
め

飛島に自生するヤブツバキか
ら精製した椿油

飛島自治振興会
山本昇吉　会長

天野正さんムヤ歩さん

廃校になった小学校を通信
制コースのスクーリングの
場として利用

国際交流ヴィラ

白い砂浜が美しい白石島

五つの峰を回る遊歩道。稜線沿いを
縦走でき、山や海の景観も楽しめる。

の
種
子
粉
砕
機
な
ど
も
導
入
し
、

量
産
化
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

「
で
き
る
こ
と
を
や
る
。
そ
の
た

め
に
も
人
の
力
が
必
要
で
す
」と

山
本
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

豊
か
な
観
光
資
源
を
活
用
し

再
生
を
図
る

潮
待
ち
風
待
ち
の
島
と
し
て
呼
ば
れ
、
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
白
石
島
。
そ
の
昔
、
源
平
の
合
戦
で

の
戦
死
者
を
弔
う
た
め
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
盆
踊
り

「
白
石
踊
」や
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
開
龍
寺
、
国
指
定

天
然
記
念
物
の
奇
岩「
鎧

よ
ろ
い

岩い
わ

」な
ど
豊
か
な
観
光
資
源

を
持
ち
、
白
石
島
の
海
水
浴
場
は
、
岡
山
県
の
三
大

海
水
浴
場
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人

が
主
に
利
用
す
る
国
際
交
流
ヴ
ィ
ラ
も
あ
り
、
外
国
人

観
光
客
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

白
石
島
も
平
成
に
入
り
、
人
口
・
観
光
客
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
の
魅
力
を
改
め
て
伝
え
る

活
動
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。公
民
館
長
の
天
野
正
さ

ん
は
、白
石
踊
保
存
会
の
役
員
や
か
さ
お
か
島
づ
く
り

海
社
の
理
事
を
務
め
、そ
の
活
動
を
支
援
す
る
一
人
で

す
。「
無
理
を
し
て
も
続
か
な
い
。
各
自
が
や
り
た
い

こ
と
に
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る
環
境
を
用
意
す
る
の
が

私
の
仕
事
で
す
」と
語
り
ま
す
。
ま
た「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」な
ど
、
島
外
か
ら
の
支
援
者
を
受
け
入
れ
る
取

り
組
み
も
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年
４
月
に
は
大
阪
府

出
身
の
ム
ヤ
歩
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
ム
ヤ
さ
ん
は

国
際
交
流
ヴ
ィ
ラ
の
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
島
の
課
題

に
つ
い
て
解
決
を
図
り
た
い
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。「
多

様
性
を
受
け
入
れ
る
包
容
力
が
白
石
島
の
魅
力
を
増

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
早
く
島
に
な
じ
み
、
定
住
促

進
の
良
い
事
例
に
な
り
た
い
で
す
ね
」（
ム
ヤ
さ
ん
）。

各
島
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を

諸
島
全
体
で
解
決
し
て
い
く

各
島
で
個
々
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
は
、

課
題
解
決
へ
の
対
応
は
な
か
な
か
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
さ
お
か
島
づ
く
り
海
社
は
、
平
成
８
年

に
こ
う
し
た
島
の
現
状
に
危
機
感
を
持
つ
有
志
が
集

ま
っ
て
熱
心
な
議
論
を
行
い
、「
島
を
一
つ
に
、
心
は
一

つ
に
」の
考
え
か
ら
、諸
島
を
一
つ
の
島
と
見
立
て
た
生

飛ひ

島し
ま

白
石
島

北
木
島

北木島は、靖国神社の鳥居や大
阪城桜門などにも使用され、江戸時
代から銘石として知られる北木石の産
地です。しかし海外産の台頭で最盛期に
は島内に127カ所もあった採石場も現在は２カ所のみで
す。明治25年創業の石材会社の４代目を引き継ぐ鶴田
さんは、石材業の振興とともに観光にも力を入れていま
す。「製品化は採取の２割に厳選し、品質で勝負してい
ます。美しく粘りがある北木石の魅力を伝えていくため、
墓石や建材だけでなく、お土産として持って帰れるコー
スターなども作っています。また石切唄の伝承をはじめ、
採石場に“石切りの渓谷（たに）展望台”を設置し、今年

４月に映画館跡や採石跡地を
ルートに加えた日帰りツアーも
始めました。父は『職人は見せ
物じゃない』と展望台やツアー
に反対しましたが、発信しなけ
れば伝えていけません。この島
に根付いた石文化を肌で感じ
て欲しいです」（鶴田さん）。

平成27年度には石の文化
全般が「かさおかブランド」に認

定されました。ビ
ル の23階にも匹
敵する高さから見
下ろす展望台での
絶景は、新たな観
光スポットとして注
目を浴びています。

鶴田石材株式会社
鶴田康範さん

展望台から作業場
を見下ろす。海面
より40ｍ下で石の
切り出し作業。瀬
戸内海の海岸線よ
りもはるか下だ。

北木島で出会った人

笠岡諸島への玄関口である住吉港。島への船を待つ間、港でちょっと小話
に花を咲かせてほしい、そんな思いから「みなと・こばなし」の愛称で親しま
れている笠岡諸島交流センター。平成29年３月に完成した真新しいスペース
は、通勤・通学、買い物などで船を利用する人の待合所として、また地域コ
ミュニティの活動場所として
も使われています。八寸勾配
の屋根が特徴的なデザインは、
岡山県立大学デザイン学部の
学生によるもので、若い人も
集まる魅力的なランドマーク
として、新たな交流拠点として
の活用が期待されています。

笠岡諸島への新しい玄関口
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海
事
関
係
の
国
家
試
験
を

実
施
す
る
専
門
家

海
技
試
験
官
の
仕
事
を
一
言
で
い
う
と「
海

事
関
係
の
国
家
試
験
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
仕

事
を
手
が
け
る
専
門
家
」で
す
。
船
舶
に
関

す
る
豊
か
な
実
務
経
験
と
専
門
知
識
を
持
ち
、

試
験
の
実
施
計
画
の
立
案
か
ら
口
述
試
験
の

問
題
作
成
、試
験
の
実
施
、採
点
か
ら
合
否
の

判
定
ま
で
を
一
貫
し
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、わ
が
国
の
船
舶
実
務
に
携
わ
る
人
材
を

認
定
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
海
技
試
験
官
の
１
年
間
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、こ
れ
が
な
か
な

か
ハ
ー
ド
で
す
。

基
本
と
な
る
の
は
海
技
士
の
定
期
試
験
で

す
。
こ
の
試
験
は
年
４
回
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、筆
記
試
験
と
口
述
試
験
の
２
つ
の
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。
各
運
輸
局
の
海
技
試
験
官
は

国
土
交
通
本
省
で
作
成
さ
れ
た
筆
記
試
験
問

題
の
内
容
を
検
討
し
て
実
施
し
ま
す
。
続
い

て
そ
の
合
格
者
に
口
述
試
験
を
行
い

ま
す
が
、
一
つ
の
試
験
を
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
終
了
ま
で
に
約
２
カ
月
か
か
り

ま
す
。
こ
れ
を
年
４
回
行
う
の
で
、
年

間
で
延
べ
８
カ
月
を
海
技
士
試
験
の

た
め
に
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

過
去
４
年
間
の
実
績
を
見
て
も
、海

技
士
試
験
の
受
験
者
数
は
１
万
人
台

の
前
半
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
増
え
て
お

り
、海
技
試
験
官
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

海
技
士
試
験
に
加
え
て

水
先
人
試
験
な
ど
も

海
技
試
験
官
の
重
要
な
業
務

海
技
試
験
官
に
と
っ
て
、
海
技
士
の

定
期
試
験
だ
け
で
な
く
、水
先
人
の
試

験
も
重
要
な
業
務
で
す
。
水
先
人
と

は
、
自
分
の
担
当
す
る
水
域
の
水
路
や
港
の

状
況
を
熟
知
し
て
い
る
専
門
家
で
、国
内
外
の

他
の
水
域
か
ら
や
っ
て
き
た
船
舶
が
安
全
に

航
行
で
き
る
よ
う
、
船
長
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

水
先
人
試
験
は
年
１
回
実
施
さ
れ
、
６
月

の
筆
記
試
験
の
合
格
者
が
、
12
月
の
口
述
試

験
に
進
み
ま
す
。

「
筆
記
試
験
の
問
題
作
成
は
海
技
士
試
験

と
同
様
に
国
土
交
通
本
省
の
担
当
な
の
で
、私

た
ち
は
内
容
の
検
討
だ
け
で
す
が
、
口
述
試

験
は
、自
分
た
ち
で
問
題
を
作
成
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、港
湾
の
状
況
や

船
舶
が
航
行
す
る
水
路
は
常
に
変
わ
っ
て
い
く

の
で
、海
技
試
験
官
が
そ
れ
ぞ
れ
の
水
域
を
実

際
に
調
査
し
、最
新
の
情
報
に
基
づ
い
て
問
題

を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
」と
語
る
の
は
、

首
席
海
技
試
験
官
の
勝
木
祐
三
で
す
。

関
東
運
輸
局
で
は
、
水
先
人
試
験
は
１
級

～
３
級
ま
で
の
初
め
て
水
先
人
に
な
る
人
の

「
新
規
水
先
人
試
験
」と
、
各
級
か
ら
昇
級
す

る「
進
級
試
験
」の
４
種
類
を
行
っ
て
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
に
問
題
を
作
り
分
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

「
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
の
合
格
基

準
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
設
問

を
基
に
、
港
湾
の
調
査
を
行
い
、
試
験
の
区
分

大
型
の
船
舶
に
職
員
と
し
て
乗
り
組
む
た
め
に
、必
ず
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い「
海
技
士
」や
船
長

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
船
を
目
的
地
ま
で
案
内
す
る「
水
先
人
」の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
国
家

試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、こ
の
試
験
制
度
を
支
え
る
海
技
試
験
官
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 46

関
東
運
輸
局

海
上
安
全
環
境
部 

海
技
試
験
官

船
舶
職
員
を
目
指
す
人
々
に
必
須
の
資
格

「
海
技
士
」な
ど
の
国
家
資
格
を
担
う
専
門
家
集
団

水先人による船舶の案内の様子

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

6

普段はデスクワークが多いという勝木。口述試験問題作成のため
には、実際に港を見て問題を考える。

海技士試験受験者数（平成25年〜28年度）

0
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15,000

電子通信
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機関
航海

平成28年平成27年平成26年平成25年
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（注）受験者数は、筆記および口述試験の延べ人数
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5,699
568

8 8

8
5

557

657

817



15 14

に
合
わ
せ
て
適
宜
出
題
の
仕
方
を
変
え
て
い

く
と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

何
種
類
も
問
題
を
作
成
す
る
の
は
か
な
り
頭

を
悩
ま
せ
ま
す
」（
勝
木
）。

こ
の
ほ
か
に
も
、
救
命
艇
手※

試
験
や
救
命

艇
手
資
格
認
定
試
験
も
海
技
試
験
官
の
業

務
で
す
。
旅
客
船
や
旅
客
船
以
外
の
最
大
搭

載
人
員
１
０
０
人
以
上
の
船
舶
で
は
、
乗
組

員
の
中
か
ら
救
命
艇
手
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
救
命
艇
手

試
験
は
日
本
人
向
け
に
筆
記
試
験
と
実
技

試
験
を
行
う
も
の
で
、
救
命
艇
手
資
格
認
定

試
験
は
外
国（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
な
ど
）の

救
命
艇
手
資
格
を
有
し
て
、
日
本
の
旅
客
船

に
乗
船
し
て
い
る
外
国
人
乗
組
員
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
主
に
屋
形
船
が
対
象
と
な
る
乗
組

み
基
準
特
例
検
査
や
運
航
労
務
監
理
官
に
対

す
る
研
修
な
ど
、試
験
以
外
の
業
務
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。

外
国
人
受
験
者
の
増
加
に
応
え
て

海
外
の
各
地
で
承
認
試
験
を
実
施

さ
ら
に
海
技
試
験
官
が
担
当
す
る
業
務
は
、

国
内
で
の
試
験
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。関
東

運
輸
局
は
、海
外
で
実
施
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

試
験
の
唯
一
の
窓
口
に
な
っ
て
い
て
、
海
外
で

行
わ
れ
る
承
認
試
験
も
同
局
の
海
技
試
験
官

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
日
本
人
の
船
員
不
足
が
続
き
、
外

国
人
乗
組
員
を
採
用
す
る
船
社
が
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
日
本
籍
の
船
舶
に
職
員
と
し

て
乗
り
組
む
に
は
、や
は
り
海
技
士
資
格
が
不

可
欠
で
す
。

「
承
認
試
験
は
こ
う
し
た
外
国
人
に
、
わ
が

国
の
海
技
士
と
し
て
の
資
格
承
認
を
行
う
も

の
で
、
関
東
運
輸
局
が
そ
の
事
務
処
理
な
ど

の
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
が
対
象
の

試
験
な
の
で
、受
験
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
、イ
ン
ド
、ブ
ル
ガ
リ
ア
の
３
カ
国

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
に
合
わ
せ

て
年
間
８
回
、３
級
海
技
士（
電
子
通
信
）資

格
の
臨
時
試
験
が
実
施
さ
れ
る
の
で
、私
た
ち

も
海
外
ま
で
出
向
い
て
い
き
ま
す
」（
勝
木
）。

現
在
は
、
世
界
16
カ
国
を
対
象
に
承
認
試

験
を
実
施
し
て
お
り
、毎
回
か
な
り
の
数
の
受

験
者
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。年
間
の
合
計
受
験

海
技
試
験
官
に
な
る
前

は
外
国
航
路
の
商
船
の
航

海
士
で
し
た
。
約
４
カ
月

か
け
て
世
界
中
を
回
る
航

海
を
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で

17
年
務
め
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
う
ち
業
界
全
体
が

縮
小
し
、
船
会
社
の
統
合

な
ど
も
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
知
り
合
い
の
海
技
試
験
官
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
、
自
分
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
船
の
生
活
だ
っ
た
の
が
一
転
、
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
に
な
っ
た
の
で
、
本
当
に
務
ま
る
の
だ
ろ
う
か
と
非
常
に

心
配
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
海
技
試
験
官
に
な
っ
て
一
番
苦
労

し
た
こ
と
は
口
述
試
験
の
問
題
作
成
で
す
。
最
初
は
先
輩
の
横
に

つ
い
て
見
よ
う
見
ま
ね
で
教
わ
り
ま
す
が
、
相
手
も
忙
し
い
の
で
１

～
２
回
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
あ
と
は
自
分
で
あ
れ
こ
れ
工
夫
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
受
験
者
が
ど
ん
な
船
に
乗
っ
て
い
る
か
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、自
分
の
航
海
士
と
し
て
の
経
験
に
照
ら
し
て
ど

ん
な
問
題
が
最
適
か
考
え
て
い
く
の
で
す
が
、な
か
な
か
難
し
い
で

す
。
実
に
奥
深
い
世
界
だ
と
毎
回
痛
感
し
て
い
ま
す
。
海
技
士
試

験
は
船
乗
り
に
な
る
人
に
と
っ
て
重
要
な
入
口
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

口
述
試
験
で
は
、
基
礎
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
か
を
第
一
に

見
ま
す
し
、そ
う
い
う
実
力
を
持
っ
た
人
が
合
格
で
き
る
設
問
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

基
礎
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
人
が

確
実
に
合
格
で
き
る
問
題
作
り
を

次
席
海
技
試
験
官
　
疋ひ

き
田た

健
次

者
数
は
１
０
０
０
人
近
く
に
上
り
、
多
い
時
に

は
１
回
に
つ
き
２
０
０
人
近
く
が
受
験
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
全
国
に
38
名
の
海
技
試
験
官
が
お

り
、関
東
運
輸
局
に
は
勝
木
を
は
じ
め
５
名
の

試
験
官
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、海
外
で
の
試

験
の
際
に
は
１
週
間
以
上
現
地
に
滞
在
す
る

  

※	

救
命
艇
手
は
救
命
艇
に
必
要
な
食
料
や
航
海
用
具
を
積
み
込

ん
だ
り
、旅
客
の
誘
導
、救
命
設
備
の
操
作
を
行
う
。

こ
と
も
あ
り
、当
然
国
内
で
の
試
験
も
あ
る
の

で
、全
員
が
年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
の

状
態
で
す
。

「
さ
ら
に
毎
年
３
月
に
は
、
水
産
系
の
高
校

や
大
学
の
新
卒
者
に
合
わ
せ
て
臨
時
の
海
技

士
試
験
も
行
い
ま
す
。
い
く
つ
も
の
試
験
の
年

間
計
画
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今

行
っ
て
い
る
こ
と
と
次
に
行
う
こ
と
を
常
に
同

時
に
考
え
な
が
ら
、い
か
に
効
率
よ
く
間
違
い

な
く
動
け
る
か
が
課
題
で
す
」と
次
席
海
技
試

験
官
の
疋ひ
き
田た

健
次
は
語
り
ま
す
。

海
洋
国
日
本
の
船
舶
の
安
全
な
航
行
を
、

優
れ
た
人
材
の
認
定
と
い
う
側
面
か
ら
支
え

る
海
技
試
験
官
は
、ま
さ
に
縁
の
下
の
力
持
ち

と
も
い
う
べ
き
存
在
で
す
。

横浜港に停泊中の客船

海
技
試
験
官
は
間
違
い
が
許
さ
れ
な
い
仕
事

油
断
す
る
こ
と
な
く
粛
々
と
務
め
る
の
み

首
席
海
技
試
験
官
　
勝
木
祐
三

海
技
試
験
官
に
な
っ
て
か
ら
、
す
で
に
20
年
近
く
経
ち
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
主
に
船
員
教
育
の
分
野
で
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

商
船
大
学
を
卒
業
後
、当
時
の
運
輸
省
航
海
訓
練
所
に
入
所
し
て
10

年
近
く
練
習
船
の
教
官
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
船
舶
検

査
官
な
ど
を
経
て
佐
賀
県
唐
津
に
あ
る
運
輸
省
唐
津
海
員
学
校（
当

時
）に
教
員
と
し
て
赴
任
し
、さ
ら
に 

Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
） で

海
外
に
行
っ
た
後
に
現
在
の
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

海
員
学
校
で
の
経
験
か
ら
い
う
と
、
船
乗
り
は
あ
ま
り
難
し
い
こ

と
を
考
え
る
よ
り
も
、耐
え
る
力
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。特
に

海
員
学
校
で
は
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
入
っ
て
き
た
や
ん
ち
ゃ
坊

主
た
ち
が
相
手
な
の
で
、技
術
や
知
識
よ
り
も
常
識
や
挨
拶
の
仕
方

を
教
え
る
の
が
先
で
し
た
。で
も
そ
う
い
う
手
の
か
か
っ
た
生
徒
の
方

が
、現
場
で
の
修
行
に
耐
え
て
立
派
な
船
乗
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
教
え
子
た
ち
が
、
今
で
も
訪
ね
て
き
て
く
れ
る
の
が
一
番
嬉
し
い

で
す
ね
。

海
技
試
験
官
の
仕
事
で
一
番
大
事
な
の
は
、「
絶
対
に
間
違
っ
て

は
い
け
な
い
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
」を
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と

で
す
。
船
乗
り
を
目
指
す
人
の
人
生
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

試
験
の
監
督
か
ら
採
点
、

合
格
発
表
ま
で
一
つ
で

も
間
違
い
が
あ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。常
に
油
断

せ
ず
粛
々
と
職
務
を
遂

行
す
る
こ
と
を
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

6

受験者の採点について公平性を期すため複数者で協議

救命艇

インド国ムンバイでの３級海技士（電子通信）の筆記試験の様子

 海技試験官の主な業務内容
●海技士試験
●水先人試験
●救命艇手試験
●救命艇手資格認定試験
●海外で行われる承認試験
●海外で行われる臨時試験
●乗組み基準特例検査
●運航労務監理官研修　など
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資格取得希望者

就職
乗
船
履
歴

取
得

筆記試験

身体検査

口述試験

免 許 申 請

海技免状交付

身体検査

口述試験

・レーダー講習
・救命講習
・消火講習
・海事英語講習 など

国
家
試
験

免許講習

登
録
船
舶
職
員

養
成
施
設

「
水
先
人
」と
は
、航
行
が
難
し
い
水
域
や
港
湾
を
航
行
す

る
船
舶
に
乗
り
込
ん
で
、
船
舶
を
安
全
に
目
的
地
ま
で
案
内

す
る
、船
長
や
航
海
士
の
頼
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。一
言

で
い
え
ば
海
上
で
の
案
内
人
で
、
海
の
世
界
で
は「
パ
イ
ロ
ッ

ト
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」と
聞
く
と
、多
く

の
方
が
飛
行
機
の
操
縦
士
を
思
い
起
こ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、実
は「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」の
語
源
は
、こ
の「
水
先
人
」か
ら

き
て
い
ま
す
。

船
舶
を
安
全
に
目
的
地
ま
で
案
内
す
る
重
要
な
任
務
だ

け
に
、
水
先
人
の
免
許
を
取
得
す
る
に

は
、必
要
な
乗
船
経
験
と
３
級
海
技
士

（
航
海
）
以
上
の
海
技
免
許
が
あ
る

こ
と
、
登
録
水
先
人
養
成
施
設
の
課

程
を
修
了
す
る
こ
と
、水
先
人
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
免

許
は
１
～
３
級
の
３
種
類
と
自
分
が

担
当
す
る
区
域（
水
先
区
）ご
と
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
大
き
な
船
で

も
案
内
で
き
る
１
級
水
先
人
の
免
許

を
取
得
す
る
に
は
、船
長
を
２
年
以
上

1級水先人 2級水先人 3級水先人

1級水先人免許 2級水先人免許 3級水先人免許

船長2年以上 一等航海士2年以上 新卒者、航海士など
（1年以上の乗船経験）

養成施設 養成施設 養成施設
●座学（3カ月）
●シミュレータ（1.5カ月）
●タグ乗船（0.3カ月）
●水先実務（3.7カ月）

●座学（５カ月）
●シミュレータ（３カ月）
●タグ乗船（0.3カ月）
●水先実務（６.7カ月）

●座学（６カ月）
●シミュレータ（5カ月）
●タグ乗船（１カ月）
●水先実務（９カ月）
●商船乗船訓練（2カ年）※

国家試験（身体検査、筆記試験、口述試験）

●無制限 ●5万GT以下の一般船
●２万GT以下の危険物船

●2万GT以下の一般船
（危険物船は不可）

（注） 3級→2級、2級→1級に進級するには、おのおの2年間の当該級の水先人経験を得た後、
　    養成施設の修了及び国家試験合格が必要（この場合、養成・試験とも一部は省略・免除）。

※商船乗船訓練は、航海士・船長
の乗船履歴が1年以上ある者
（平水区域を除き、1,000GT
以上）には求めない。

対象 対象 対象

8.5カ月間 1年3カ月間 3年9カ月間

ば
、
比
較
的
取
得
の
容
易

な
５
、６
級
の
海
技
免
許
で

船
長
に
な
れ
ま
す
が
、遠
洋

ま
で
航
海
す
る
総
ト
ン
数

５
千
ト
ン
以
上
の
大
型
船

の
船
長
に
な
る
に
は
、最
上

級
資
格
で
あ
る「
１
級
海

技
士（
航
海
）」の
海
技
免

許
が
必
要
で
す
。こ
の
よ
う

に
航
行
海
域
が
広
く
な
り
、

船
舶
も
大
型
に
な
る
ほ
ど
、

高
度
な
知
識
や
技
量
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て
選
べ
る
、

海
技
士
国
家
試
験
合
格
ま
で
の
道
の
り

も
し
皆
さ
ん
が
海
技
士
に
な
っ
て
船
舶
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
資
格
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
一
つ
。「
海
技
士
国
家
試
験
」に
合
格
す
る

こ
と
で
す
。

海
技
士
国
家
試
験
は
、
年
４
回
行
わ
れ
る「
定
期
試
験
」と
、
必

要
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る「
臨
時
試
験
」が
あ
り
ま
す
。
海
技
士
国

家
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
は
、３
種
類
あ
る
海
技
士
の
資
格
ご
と

に
必
要
な
乗
船
履
歴
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、今
ま
で
仕
事
な
ど
で
船

舶
に
乗
っ
た
経
験
の
な
い
人
は
、受
験
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
や
商
船
系
の
大
学
や

高
等
専
門
学
校
な
ど
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
て
い
る
船
舶

職
員
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
と
、
在
学
中
に
受
験
に
必
要
な
乗
船

履
歴
を
得
ら
れ
る
ほ
か
、筆
記
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
も
し
中
学

生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
で
将
来
は
船
舶
で
の
仕
事
に
就
い
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
人
は
、
こ
う
い
っ
た
教
育
機
関
を
進
学
先
に
選
ぶ
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

う
か
。
こ
の「
大
型
船
舶
」と
は
、総
ト
ン
数
20
ト
ン
以
上
の
船
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
漁
船
や
貨
物
船
、客
船
な
ど
、ど
ん
な
船
で
あ
っ
て

も
こ
の
大
き
さ
を
超
え
る
船
に
乗
り
組
む
場
合
に
は
、
海
技
士
の
資

格
で
あ
る「
海
技
免
許
」を
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
免
許
は
国
際
条
約（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
条
約
：
船
員
の
訓
練
及
び
資
格

証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約
）に
基
づ
い
た
国
際

的
に
通
用
す
る
船
員
資
格
で
す
。

そ
し
て
、
船
舶
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
々
が
乗
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、こ
の
中
で
、船
長
や
航
海
士
、機
関
長
や
機
関
士
、通
信
長

や
通
信
士
と
い
っ
た
、船
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
責
任
者

を
務
め
る
人
た
ち
が「
船
舶
職
員
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、

「
海
技
免
許
」が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
補
助

す
る
役
割
の
人
た
ち
は
、
甲
板
部
員
や
機
関
部
員
と
呼

ば
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
種
や
航
行
す
る
海
域
に
よ
っ
て

必
要
な
資
格
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
る

船
舶
の
航
行
す
る
区
域
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
必
要

と
さ
れ
る
海
技
士
の
資
格
も
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
日
本
沿
海
を
航
行
す
る
小
さ
な
船
舶
な
ら

「海技士」「水先人」
Vol.08Vol.08

「海技士」「水先人」

20
ト
ン
以
上
の
船
舶
の
職
員
に
な
る
た
め
に
必
要
な

国
際
的
な
船
員
資
格

「
海
技
士
は
、
大
型
船
舶
の
船
舶
職
員
と
し
て
乗
り
組
む
と
き
に
、

必
ず
必
要
な
船
員
資
格
で
す
」と
言
わ
れ
て
も
、
一
般
の
方
は
何
と

な
く
ぼ
ん
や
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
わ
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

船長 職員 部員
（船舶の最高責任者） （各種業務の責任者） （各種業務の補助）

無線部職員
（通信長、通信士）

事務部職員
（事務長）

甲板部員
（操舵手、甲板員）

機関部員
（操機手、機関員）

事務部員
（司厨長、サービスクルー）

医師  など

船長 甲板部職員
（航海士）

機関部職員
（機関長、機関士）

船舶職員
（海技士であること

が必要）

船員法による分類

船長、航海士の資格

１～６級海技士
（航海）

１～６級海技士
（機関）

１～３級海技士
（通信）

１～４級海技士
（電子通信）

機関長、機関士の資格 通信長、通信士の資格

独立行政法人海技教育機構の練習船「銀河丸」ブリッジにお
ける航海科実習生の実習風景

独立行政法人海技教育機構の練習船「日本丸」エンジンルー
ムにおける機関科実習生の実習風景

着岸作業の様子

大型船へ乗船。乗船するとき
は縄梯子や可動式の階段を
使うので細心の注意が必要！

勤
め
た
経
験
が
必
要
で
す
。

一
方
、
３
級
水
先
人
の
免

許
を
取
得
す
る
に
は
船
長

経
験
が
な
く
て
も
、１
年
以

上
の
乗
船
経
験
が
あ
れ
ば

足
り
、
３
級
水
先
人
免
許

の
取
得
後
、
必
要
な
水
先

人
の
経
験
を
得
て
進
級
試
験
を
受
け
れ
ば
、２
級
、１
級
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

水
先
人
は
、水
先
区
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、常
に
最
新
の

情
報
を
知
ら
な
く
て
は
務
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
原
則

と
し
て
５
年
ご
と
に
講
習
を
受
け
て
免
許
を
更
新
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、身
体
検
査
も
毎
年
受
け
る
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
海
技
士
」に
な
る
に
は

 

ど
ん
な
方
法
が
？

「
海
技
士
」っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

「
水
先
人
」は
、

 

港
や
航
路
を
知
り
つ
く
し
た

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

「海技士」「水先人」の業務や資格制度の詳細については、
国土交通省のホームページをご覧ください。

http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk10_000006.html

海技士国家試験の受験から
海技免状交付までの流れ

水先人の免許制度

海技士の資格

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
と
っ
て
、船
舶
は
物
資
や
人
を
運
ぶ
重
要
な
手
段
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、船
舶
の
乗
組
員
に
は
お
の

お
の
の
持
ち
場
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。海
技
士
資
格
は
、そ
う
し
た
船
舶
の
乗
組
員
の
う
ち
、特
に
重
要
な
役

割
を
担
う
船
舶
職
員
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
細
か
く
体
系
化
し
、国
家
資
格
と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。一
般
の
方
は
あ
ま
り

な
じ
み
の
な
い
資
格
で
す
が
、船
舶
職
員
に
と
っ
て
必
須
の「
海
技
士
」、そ
し
て
船
長
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
船
を
目
的
地
ま
で

案
内
す
る「
水
先
人
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

船
舶
の
運
航
、安
全
な
着
岸
に
必
要
不
可
欠
な
資
格
！

「
海
技
士
」「
水
先
人
」に
な
る
に
は
？
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官
民
協
働
で
田
舎
町
再
生
に

取
り
組
む
ま
ち

〜
大
鰐
〜

温
泉
と
ス
キ
ー
の
町

大
鰐
温
泉
の
歴
史
は
、
８
０
０
年
以
上
前
と

も
い
わ
れ
、
当
時
、
東
国
行
脚
中
の
仏
僧
、
円え

ん

智ち

上し
ょ
う
人に
ん
が
発
見
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
文
禄
２
年（
１
５
９
３
年
）に
津
軽
初
代
藩

主
為た

め
信の
ぶ
が
眼
病
に
か
か
っ
た
際
、
夢
に
見
た
お

告
げ
に
従
い
、大
鰐
の
温
泉
で
目
を
洗
っ
た
と
こ

ろ
、
眼
病
が
治
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

史
実
に
は
、
慶
安
２
年（
１
６
４
９

年
）に
津
軽
三
代
藩
主
信
義
が
、
大

鰐
に
御お

仮か
り
屋や

を
設
け
、
湯
治
を
し
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
明
治

28
年
に
は
奥
羽
本
線
大
鰐
駅
が
開

業
し
た
こ
と
か
ら
大
勢
の
湯
治
客
で

に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で

も
、
昔
な
が
ら
の
公
衆
浴
場
や
温
泉
旅
館
が
数

多
く
立
ち
並
び
、
町
外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
寄

せ
る
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
大
正
11
年
に
は
大
鰐
で
初
め
て
ス

キ
ー
講
習
会
が
行
わ
れ
、大
正
14
年
に
は「
全
日

本
ス
キ
ー
選
手
権
」が
開
催
、以
降
競
技
ス
キ
ー

の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
る
。

謎
多
き
「
大
鰐
の
大だ
い

日に
ち

様さ
ま

」

町
の
中
央
に
位
置
し「
大
鰐
の
大
日
様
」と
親

し
ま
れ
て
い
る
大だ

い
円え
ん

寺じ

。
そ
の
起
源
は
、奈
良
時

代
に
、
聖
武
天
皇
の
国
分
寺
建
立
に
際
し
、
本

尊
大だ

い
日に
ち

如に
ょ
来ら
い
を
阿あ

闍じ
ゃ
羅ら

山や
ま
の
大だ
い

安あ
ん

国こ
く
寺じ

に
安

置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

本
尊
大
日
如
来
は
、 

大
正
９
年
に
国
宝
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
27
年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
が
、こ
の
本
尊
、実
は
大
日
如
来
で

は
な
く
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ
来ら
い
像ぞ
う
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
阿

弥
陀
如
来
像
が
大
日
如
来
と
呼
ば
れ
、
信
仰
さ

れ
て
き
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

工
藤
住
職
に

お
話
を
伺
っ
た
。

「
津
軽
地
方
に
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
年
の
干

支
を
守
り
神
と
し
て
信
仰
す
る

一
代
様
と
い
う
独
特
の
風
習
が

あ
り
、人
生
の
節
目
に
、自
分
の

一
代
様
に
お
参
り
す
る
習
慣
が

藩
政
時
代
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

大
日
様
は
未
申
の
守
り
本
尊
で

す
。 

大
日
如
来
は
す
べ
て
の
元

で
、
阿
弥
陀
如
来
な
ど
他
の
仏

様
に
姿
を
変
え
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

未
申
の
守
り
本
尊
が
な

か
っ
た
の
で
、 

阿
弥
陀
如
来
像

を
大
日
様
と
し
て
祭
っ
て
い
た
の

で
は
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
仏
像
は
、
古
く
か
ら
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、
平
安
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
」

津
軽
の
奥
座
敷
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
大
鰐
町
。
青
森
県
津
軽
地
方
最
南
端
に

位
置
し
、
温
泉
と
ス
キ
ー
の
観
光
の
町
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。

現
在
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
困
難
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
津
軽
藩
の
湯
治
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
温
泉
や「
大
鰐
温
泉
も
や
し
」な
ど
の
伝
統
を

生
か
し
、「
湯
の
郷
・
雪
の
郷
・
り
ん
ご
の
郷
お
お
わ
に
」の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。町

の
危
機
と

「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
」
結
成

バ
ブ
ル
期
に
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
推
進

し
て
い
た
が
、バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
い
温
泉
施
設

は
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
町
に
は
多
額
の
債

務
が
残
さ
れ
、
平
成
20
年
に
財
政
破
綻
の
懸
念

が
あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」に
指
定
さ
れ
た
。

町
が
疲
弊
し
て
い
て
、
親
が
子
ど
も
に「
こ
の
町

は
借
金
で
も
う
駄
目
だ
か
ら
、
お
ま
え
は
い
い

学
校
に
入
っ
て
東
京
に
就
職
し
な
さ
い
」と
い
う

の
が
、
当
た
り
前
の
会
話
だ
っ
た
と
い
う
。 

こ

の
言
葉
が
現
実
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
危
機

感
を
抱
い
た
町
民
有
志
16
人
が
、
平
成
19
年
に

町
お
こ
し
団
体「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
」を
立
ち
上

げ
、
地
域
再
生
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
、
大
鰐
小
学
校
の
５・６
年

生
全
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気

隊
キ
ッ
ズ
」も
活
動
し
て
い
る
。「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元

気
隊
」の
発
起
人（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
お
わ
に
事

業
協
同
組
合 

副
理
事
長
）の
相
馬
さ
ん
は「『
Ｏ

Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
キ
ッ
ズ
』の
活
動
が
、『
Ｏ
Ｈ
!!

鰐
元
気
隊
』の
一
番
大
き
な
柱
で
す
。
ど
う
し

て
か
と
い
う
と
、子
ど
も
と
親
に
意
識
改
革
を
し

て
も
ら
う
た
め
で
す
。キ
ッ
ズ
と
清
掃
活
動
を
す

る
と
き
は
、大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
大
鰐
の
よ
い

所
だ
け
を
話
す
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま

す
。そ
し
て
秋
に
は
東
京
飯
田
橋
に
あ
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョッ
プ
で
、
自
分
が
作
っ
た
大
鰐
高
原
野
菜

を
売
る
と
い
う
販
売
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
夜
に
は
、
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ

や
、
大
企
業
経
営
者
、
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
な

ど
著
名
人
を
お
呼
び
し
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

て
い
て
、著
名
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
大
鰐
町
の

よ
い
所
を
発
信
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
交
流
を
通
し
、
大
鰐
の
良
さ
を

確
認
し
、
町
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
戻
り
、
親

に『
大
鰐
が
借
金
で
駄
目
だ
と
い
う
の
は
間
違
っ

て
い
る
。東
京
の
す
ご
い
人
た
ち
が
よ
い
所
だ
と

言
っ
て
る
よ
』と
い
う
話
を
し
ま
す
。
そ
の
親
か

ら
、『
大
鰐
の
良
さ
を
子
ど
も
か
ら
気
付
か
さ
れ

た
。』と
い
う
感
謝
の
電
話
が
毎
年
き
ま
す
」と

語
る
。

人
生
か
け
て

日
本
の
田
舎
町
再
生
の

お
手
本
づ
く
り
!!

平
成
20
年
秋
に
、
町
営
だ
っ
た
日
帰
り
温

泉
施
設
を
備
え
た
大
鰐
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
鰐ワ

ニ
カ
ム

ｃｏｍｅ
」が
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
こ
と

湯
ゆ
魂
だま
石
いし
薬
やく
師
し
堂
どう

眼病が治った津軽初代藩主為信が、感謝
の意を込め大石の上に祠を建立し、名付
けた

住職 工藤 弘典さんと大日様

本堂 手
ち ょ う ず や

水舎

大正元年創業の「まみや煎餅店」の店主 間宮 稔さ
ん。「豆煎餅は、水の代わりに国産はちみつを使って
いるのが特徴です。豆を限界までいれているので食
べごたえがあります。ごま煎餅は、青森県で一番硬
いですよ！」

大円寺

プロジェクトおおわに事業協同組合 
副理事長　相馬 康穫さん。
大鰐町ＰＲのため、全国を飛び回る。

「今後、温泉ブックカフェにして、ゆっ
くり滞在して欲しいと思っています。
近隣の市町村ともコラボしながら、
地域全体が元気になる取り組みを行
いたい」と熱く語った。

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第42回

青森県大
鰐町

お お わ
にまち



大鰐町ホームページ
http://www.town.owani.lg.jp/

20

に
な
っ
た
。
経
営
は
赤
字
続
き
で
、指
定
管
理
料

０
円
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
が
、「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元

気
隊
」の
役
員
会
で「
私
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
」

と
満
場
一
致
し
、「
Ｏ
Ｈ
!!
鰐
元
気
隊
」発
起
人

の
う
ち
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ
た
者
９
人
で
出

資
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社 「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
お

わ
に
事
業
協
同
組
合
」を
設
立
し
、指
定
管
理
者

へ
応
募
し
た
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
温
泉
入
浴
前

※　利用者一人一人の移動が社会にも個人にも望ましい方向に、自発的に変化することを促す
コミュニケーションを中心とした交通施策意識改革を働きかける施策

売
券
の
売
上
と
、組
合
費
を
合
わ
せ
１
０
０
０
万

円
ち
ょっ
と
の
運
転
資
金
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
な
し
で
ス
タ
ー
ト
し
、

今
ま
で
も
運
転
資
金
の
借
り
入
れ
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
奇
跡
の
無
借
金
経
営
で
す
」（
相
馬
さ
ん
）。 

町
か
ら
引
き
継
ぐ
際
に
、
従
業
員
を
全
員
再

雇
用
し
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
徹
底

し
て
行
い
、“
意
識
改
革
”に
取
り
組
ん
だ
。
ほ

か
に
も
、
売
店
を
改
装
し
、
お
土
産
屋
か
ら
産

直
市
場
へ
変
更
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
変
更
も

行
っ
た
結
果
、
指
定
管
理
初
年
度
か
ら
黒
字
経

営
を
達
成
し
た
。

「
鰐
ｃｏｍｅ
産
直
の
会
」も
立
ち
上
げ
、
従

前
全
く
お
金
に
な
ら
な
か
っ
た
規
格
外
の
野
菜

な
ど
を
販
売
し
た
。
鰐
ｃｏｍｅ
内
だ
け
で
は
な

く
、
首
都
圏
へ
も
出
荷
し
て
お
り
、
本
年
度
は

売
り
上
げ
が
４
０
０
０
万
円
を
超
え
る
見
込
み

で
、
町
の
経
済
に
好
循
環
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

「
鰐
ｃｏｍｅ
は
、
常
に
世
界
一
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
地
域
一
番
で
は
ダ
メ
で
、
隣
町
に
良
い

施
設
が
で
き
る
と
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
定
休

日
も
朝
礼
を
行
い
、
清
掃
と
従
業
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
企
業
と

し
て
当
た
り
前
の
事
を
ぶ
れ
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
」

（
相
馬
さ
ん
）。

ま
た
、町
の
伝
統
野
菜「
大
鰐
温
泉
も
や
し
」の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ「
平
成

28
年
度
地
域
づ
く
り
表
彰
国
土
交
通
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
。

弘
南
鉄
道
大
鰐
線
存
続
の

取
り
組
み

弘
南
鉄
道
大
鰐
線（
中
央
弘
前
ー
大
鰐
間

１
３・９
キ
ロ
）は
、
利
用
者
が
大
幅
に
減
少
し

大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
平
成
25

年
に
廃
止
の
方
針
が
表
明
さ
れ
た（
後
日
撤
回
）。

こ
れ
を
受
け
、
弘
前
市
と
大
鰐
町
、
国
な
ど
が

平
成
25
年
８
月
に「
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
存
続
戦

略
協
議
会
」を
設
立
し
、
運
行
存
続
に
向
け
た

協
議
・
検
討
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
に
は
、
各
種
企
画
切
符
の
販
売

な
ど
多
様
な
利
用
促
進
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

沿
線
の
中
学
３
年
生
・
高
校
生
に
公
共
交
通
で

の
高
校
通
学
を
促
す
情
報
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ

グ
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
配
布
し
た
ほ
か
、
沿
線

住
民
に
は
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
無
料
乗
車
券
な

ど
を
つ
け
事
前
と
事
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え

る
過
程
で
自
然
と
利
用
意
図（
利
用
し
て
み
よ

う
と
い
う
意
識
）の
活
性
化
を
図
る
ト
ラ
ベ
ル
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な

ど
、
対
象
を
明
確
化
し
た
戦
略
的
な“
モ
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
”を
展
開
し
た
。

ま
た 

、
事
業
者
は
も
と
よ
り
、
商
店
街・学

生
・
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
が
参
画

し「
つ
な
が
れ
！
大
鰐
線
つ
な
ご
う
！
み
ん
な
の

交
通
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
立
し
、
イ
ベ
ン
ト

列
車
な
ど
も
企
画
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
利
用
者
増
加
と
い
う
明
確
な
成

果
を
も
た
ら
し
、
平
成
28
年
地
域
公
共
交
通
優

良
団
体
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
を
分
担
し
、
地
域
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
鰐
線

の
一
層
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

●地域づくり表彰とは
　創意と工夫を活かした広域的な地域づくりを通して、個
性ある地域の整備 ･ 育成に顕著な功績があった優良事例
を表彰することによって、地域づくり活動の奨励を図ること
を目的に、昭和59年度から実施。

●地域公共交通優良団体国土交通大臣表彰とは
　地域公共交通に関する取り組みが他地域の模範となる
ような顕著な功績がある団体を表彰することで、優良事例
の情報提供などを図ることを目的に、平成21年から実施。

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

こ
の
町
に
は
、
町
を
愛
し
、
自
分
た
ち
の
力

で
、
人
生
か
け
て
、ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
が
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
取
り
組
み
を
た

く
さ
ん
の
大
鰐
フ
ァ
ン
が
、町
外
か
ら
も
応
援
し

て
い
る
。

温
泉
に
漬
か
り
湯（
ゆ
）っく
り
と
滞
在
し
、こ

の
町
の
魅
力
、
そ
し
て
、
町
民
の
熱
意
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。

「しいたけ」や「山菜」などの旬の地元産野菜

「茶臼餅」や「マルシチの味噌」など
の大鰐名物

平成28年12月に「大鰐温泉観光案内所」を開設。
左から、観光コンシェルジュの藤原さん（地域お
こし協力隊）、山田さん、藤森さん

弘南鉄道大鰐線往復乗車券と「鰐 come」入
浴券・お買物券付きお得きっぷ「さっパス」は月
に300枚以上も売れているロングヒット商品！

弘南鉄道大鰐駅舎

朝礼から１日が始まる。売り上げ報告のほか、「あっち向い
てほい」や、隣の人の良い所を褒める「いいねータイム」の時
間もあり、従業員がリラックスして笑顔で仕事にとりかかれ
るようになる。ほかにも、「今日は何の日」を従業員全員で
共有し、お客様とのコミュニケーションのきっかけにして、お
客様を名前でお呼びできるようにしている。

わにもっこ
　「古くから林業が盛んな地域でしたが、昭
和50年代に外材が入ってきて価格が暴落し
ました。そこで、『林業に付加価値をつける何
かを』ということで『わにもっこ』を平成元年
に設立しました。現在、約７割は県産材を使っ
ており、注文を受けて青森ヒバを使った浴槽
などの大きな物から、おもちゃなどさまざま
な物を作っています」と語る山内 将才さん。

ＪＲ東日本寝台列車 ｢四季島｣ で使わ
れているお弁当箱は、「わにもっこ」
の製品。東京の有名企業からの注文
も多い。

展示館「こかげ」

産直・売店「メルカート」

大鰐温泉観光案内所

大鰐町地域交流センター鰐ｃｏｍｅ

　温泉熱と温泉水のみを用
いる独特の栽培方法により、
少なくとも350年以上前か
ら栽培されてきた伝統野菜
で町の特産品。長さが30ｃ
ｍ以上もあり、独特の芳香と
シャキシャキとした歯触り、味の良さ、品質の高さで人気が高く、
優良な大鰐産品の先

せん
兵
ぺい

である。
　作り方は、一子相伝で代々受け継がれてきたが、生産者が一時
期４軒にまで減ってしまったことから、町が2005年から後継者確
保に乗り出し、現在７軒で栽培している。主に冬期間の栽培だっ
たが、現在は、2軒の農家が通年化にチャレンジしており、一層
のブランド化、増産に取り組んでいる。

昔ながらの土耕栽培。原料は、大鰐町
にだけある品種「小

こ
八
はち

豆
まめ

」。一度栽培に
使用した土は、土の栄養分を補強するた
め、温泉をかけて１年間寝かせる。

大鰐温泉もやしラーメン。近
年は、イタリアン、フレンチの
食材としても使われている。

大鰐温泉もやし
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食と下水道の連携「ＢＩＳＴＲＯ下水道」

　下水処理の過程で発生する汚泥には、肥料に欠かせな
いリンや窒素が含まれており、下水汚泥を発酵して肥料を
作り、農作物を育てることができます。このような下水道
資源（再生水、汚泥、熱、二酸化炭素など）を農作物の栽
培などに有効利用し、農業などの生産性向上に貢献する取
り組みを「ＢＩＳＴＲＯ下水道」と称して、下水道を管理する地
方公共団体や農業関係者などが連携して推進しています。

「じゅんかん育ち」と命名
　一方で、下水道資源を有効利用して作られた食材「下水
道発食材」の普及に向けては、下水道に対する印象面が課
題となっていました。そこで、「ＢＩＳＴＲＯ下水道」の広報活
動の一環として、下水道発食材について「イメージ向上とと
もに、国民に親しまれやすい」愛称の公募を行いました。
多数の応募があり、「ＢＩＳＴＲＯ下水道ネーミングコンテスト
審査会」の審査を経て、愛称を「じゅんかん育ち」に決定し
ました。

　今後も、下水道資源を農作物の栽培などに有効利用する
取り組みを進めている関係者と連携を進めて「じゅんかん育
ち」を浸透・ブランド化させ、安全性と食材としての魅力につ
いて幅広く発信し、さらなる下水道資源の有効利用に向けて
取り組んでいきます。

何を作っているの？
北海道や愛知県、兵庫県、佐
賀県、静岡県などで、処理水

や下水汚泥由来肥料などを活用し、
お米やスイートコーン、大根、カボ
チャ、トマト、海苔、イチゴなどが生
産されています。

品質は良いの？
国土交通省の調査によれば、一般的な化学肥料と比
較し「美味しくなった」、「生育が良くなった」といった結

果も確認されています。佐賀市では肥料の品質の良さが口
コミで広がり、毎年
1,400t以上が完売と
なっています。また、
福岡で行われたイベ
ント販売ではその出来
の良さが評判となり、
ほとんどの農作物が
売り切れました。

安全なの？
もちろん安全です！！ 　
肥料として流通する際には法律の基準を守って生産し

ています。また、肥料の有害物質検査も継続して行い、ホー
ムページで公表するなどの取り組みを行っています。

検 索検 索ＢＩＳＴＲＯ下水道　パンフレット
ＢＩＳＴＲＯ下水道のパンフレットはこちら ！

http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000449.html

イベント販売の様子（福岡県内のスーパー）

栄養を含んだ処理
水で栽培した水稲

下水汚泥を高温発
酵して肥料化

熱・CO2をハウス
内でのトマト栽培
に活用

下水道資源のさまざまな活用

じゅんかん育ち

Q&A

すいとう

ビ ス ト ロ

じゅんかん育ち
第１回「インフラメンテナンス大賞」の受賞者を決定しました！

下水道管台帳図

下水道管基礎情報
●完了図などのファイ

リング機能 など
維持管理情報
●道路陥没・浸水被害

の履歴検索 など
調査業務支援
●調査診断結果の色別

表示 など

　インフラメンテナンス大賞は、国内の社会資本のメンテナン
スに係る優れた取り組みや技術開発を表彰し、広く紹介する
ことにより、事業者や団体、研究者などの取り組みを促進し、
メンテナンス産業の活性化を図るとともに、インフラメンテナ
ンスの理念の普及を図ることを目的として実施するものです。
　国土交通省のほか、総務省、文部科学省、厚生労働省、
農林水産省、防衛省の６省が参加し、各省の所管する施設に
ついて、優れた取り組みや技術開発のベストプラクティス（成

　東京都区部の下水道は国内最大の規模を誇り、下水道管網の総延長は
16,000㎞にも達しています。この膨大な下水道管のメンテナンスを効率的
かつ効果的に実施するために、「下水道管のビッグデータ（下水道管基礎情
報をはじめとした工事情報などに関する膨大な情報）」を補修や再構築などの
計画立案・工事発注に活用しています。
　下水道管の基礎情報や道路陥没被害の発生状況などの維持管理情報を
下水道台帳情報システム（ＳＥＭＩＳ※）に集約し、さらに管路内調査や完了し
た工事の情報をフィードバックしてデータのスパイラルアップを実現していま
す。また、ＳＥＭＩＳは全職員が活用できるようになっており、下水道管の確実
な状態把握と機能保全を実施しています。

　しゅうニャン橋守隊は地方のインフラメンテナンスに危機感を抱いた有志の声掛け
から始まった産官学民のメンバーで構成される山口県周南市の任意団体です。
　猫のように気ままに不定期に集まり、インフラに関する座学と市内の身近な橋梁
の清掃や簡易点検を行うことを主な活動内容としており、道路施設の重要性や現状
を広報しながら、日常生活の延長上で実施できるメンテナンスを体験型ボランティア
活動として住民に提供しています。

　河川の排水機場は浸水被害から地域住民や財産を守る重要な役割があり、
排水機場に設置される大型立軸ポンプはその役割から故障による運転不能が
許容されないため、定期的な維持管理による運転機能の確保が求められます。
　従来、河川排水用の大型立軸ポンプの水中軸受の点検・整備は構造上、
ポンプ本体を引き上げて分解する必要がありましたが、軸受の位置を工夫す
ることで、ポンプを据え付けた状態のままでも水中軸受の点検・整備を可能
としました。また、本開発技術（特許取得技術）により、点検・整備にかかる
作業コストを大幅に削減でき、点検・整備による設備停止期間の短縮も図れ
るようになりました。

功事例）の関係者（個人またはグループ）に対して、有識者に
よる審査を経て、各大臣賞、特別賞、優秀賞を決定しています。
　第１回は、計28件の受賞者（うち国土交通省案件受賞者
は７件）を本年４月に決定しました。今回は、その中から国土
交通大臣賞の３件の概要を紹介します。
　今後はインフラメンテナンス国民会議を通じ、受賞案件の水
平展開に取り組むほか、次回応募案件の掘り起こしや一般の方
への広報も行っていきます。　　　　

検 索検 索国土交通省　インフラメンテナンス大賞
http://www.mlit.go.jp/report/press/sogo03_hh_000162.html

「下水道管のビッグデータ」を活用したメンテナンス

しゅうニャン橋守隊(ＣＡＴＳ－Ｂ※)による
猫の手メンテナンス活動

維持管理性を向上させた
河川排水用新形立軸ポンプ(楽々点検ポンプ)の技術開発

国土交通省案件の特別賞・優秀賞などの受賞内容は、
国土交通省のホームページで紹介しています。

●メンテナンス実施現場における工夫部門

●メンテナンスを支える活動部門

●技術開発部門

東京都下水道局

しゅうニャン橋守隊

株式会社荏原製作所

従来ポンプの構造 楽々点検ポンプの構造

羽根車

吸込ベル

水中軸受を
省略（移動）

水中軸受を
羽根車下部

に設置 軸受カバー
開放

水中軸受

※SEwerage Mapping and Information System

※Civilian Activity Team in Shunan for Bridges

はし もり たい

え  ばら
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